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１ 委員構成 

１ 部会長 早坂 裕実子 

２ 職務代理者 古川 亮 

３  大友 有理子 

 

２ 活動概要 

令和５年４月１日付けの松福障第４４８号をもって松戸市長から諮問のあった以

下の特定事項について、本会議（令和５年度第１回）から本部会に付託され、調査審

議した。 

諮問内容① 地域の障害福祉に関するシステムづくりに関する事項 

調査審議事項 
（1）障害のある方が安心して就労できる環境づくり 

（2）要支援児童の保護者への情報伝達における仕組みづくり 

諮問内容② 地域の関係機関によるネットワークの構築に関する事項 

調査審議事項 要支援児童に対する関係機関との切れ目のない連携構築 

諮問内容③ 相談支援事業の効果的な推進に関する事項 

調査審議事項 相談支援体制の連携強化及び計画相談の質の向上 

 

３ 開催状況 

実施回 実施日 開催方法 

第１回 令和５年８月３０日（水） ＺＯＯＭ 

第２回 令和５年１２月２５日（月） ＺＯＯＭ 

 

４ 調査方法 

 本部会から松戸市障害福祉のあり方検討会 専門部会宛てに諮問に係る事項に

ついて依頼した。その後、松戸市障害福祉のあり方検討会 専門部会から提出のあ

った調査報告書（別添参照）を基に、本部会内で調査審議した。 

 

５ 報告書（別添参照） 

（1）松戸市障害福祉のあり方検討会 相談支援部会報告書 

（2）松戸市障害福祉のあり方検討会 就労支援部会報告書 

（3）松戸市障害福祉のあり方検討会 こども部会報告書 



松戸市障害福祉のあり方検討会　相談支援部会報告書

調査事項 相談支援体制の連携強化及び計画相談の質の向上

活動項目 ①相談支援の強化 ②相談支援事業所と基幹の連携 ③教育・SSWとの連携

現状 報酬向上に関する取り組み（学びと企画）
サポサポの活用・連携
基幹が行うスキルアップ研修をサポサポ枠で実施、支援困難事
例を通し、相談支援事業所と基幹の連携を図る

部会員とSSWとの交流会の実施

課題

・事業所運営赤字問題どう解消できるか
・加算の理解不足や対応時間が取れない
等、加算がとり切れていない現状。
・加算イコール黒字とも言えない、手間が
大きいのか。

相談支援事業所と基幹の連携の方法、しくみ
【スキルアップ研修】
・支援を要している事業所の参加がない。参加率の二極化。
・研修を通して必要な連携につながっていると言い切れない。

【相談支援と基幹の連携】
・電話がつながらない、どこまで相談してよいかわからない等、
基幹と連携しづらいという声がある。
・圏域の基幹で支援できない事例における支援体制。

支援が必要でもＳＳＷと計画相談がつな
がれていないケースがまだまだある。ど
うしたら早期にキャッチして支援していけ
るか（重症化を防ぐために）。

具体的な取組み内容
（取組み経過）

・障害福祉課より「機能強化型サービス支
援費」レクチャー。
・機能強化型サービス支援費・協働型の体
制をとっている船橋市の事業所へ質問
し、返答を共有。
・個別加算に関する学び。
・障害福祉課より相談支援事業所の運営
状況に関する意見聴取。
・相談支援事業所に対する補助金に関し、
県内の実施状況を共有。

・年３回（５.８．１２月）、各エリア基幹主催の相談支援専門員ス
キルアップ研修実施。事例検討で、エリアを意識したグループ
ワークを実施。

・相談支援と基幹の役割についての全体討議

・相談支援と基幹の連携についてのグループ討議
　

10/5　交流会実施。
互いの役割を理解し、グループワークを
通して連携を図った。

調査事項に対する
要望等

・報酬向上のための方策を検討してほし
い。
・加算等の学びの機会を定期的に設けて
いただけないか。

・圏域の基幹で支援できない時の対策を検討してもらいたい。
・相談支援と基幹の連携については次年度も継続検討してい
きたい。

教育機関への計画相談の周知方法につ
いて検討してほしい（今後ニーズに応える
ために）。
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松戸市障害福祉のあり方検討会　就労支援部会報告書

調査事項 障害のある方が安心して就労できる環境づくり

活動項目
①一般就労と福祉的就労の行き来ができる仕組み
作り

②市内で働きやすい環境や制度を整える ③福祉的就労を通した包括的な取り組みを目指す

現状

・一般就労と福祉的就労の行き来ができる仕組みが明
確になく、一般就労への不安感が拭えない。
・チャレンジロードマップを作成し、松戸市公式HPへの
掲載、事業所や利用者への説明会等、周知は実施済
み。
・一般就労経験者に対してアンケートを実施し、施策立
案のための根拠・課題・ニーズを把握した。

・例年、近隣市と共催でセミナーを開催していたが、令
和４年度からは松戸市単独で取り組んでいる。
・上記セミナーが障害者雇用施策として効果的かどう
かの測定は出来ていない。

・新型コロナの影響等で滞っていた就労継続支援ネット
ワークの第１回を6/5に開催し、第2回を12/1に開催
するなど、顔の見える関係性を構築中である。
・第1回は約３割、第2回は約4割の事業所に参加いた
だいた。
・にぎわい創造課文化スポーツ振興担当室と連携し、プ
ロスポーツ団体の試合会場に出店できないか協議を
行っており、好事例創出の足がかりができつつある。

課題

・まだチャレンジロードマップの認知度が低く、あまり
活用されていないが、更なる周知のための取り組みは
出来ていない。

・今年５月に福祉業界に絞った個別座談会を企画した
が、申込企業が２社と、福祉業界企業のみでは集客が
困難であった。

・就労継続支援事業所の横のつながりがまだ弱く、共
同受注等の包括的な取組ができていない。

具体的な取組み内容
（取組み経過）

・就労選択支援を見据え、チャレンジロードマップを相
談支援専門員にも周知するため、相談支援部会と連携
し、１月に説明会を開催する。

・アンケート結果を元にチャレンジロードマップを改定
した。

・上記座談会において福祉業界だけではなく、関わりの
ある企業に改めて案内した結果、最終的には13社に出
席いただいた。また、参加企業の一社から実際に求人
があり、障害者雇用に繋がりそうな事例を創出できた。
・12/19に就労移行支援事業所の見学会と座談会を
開催予定。今回は松戸市内の企業に広く周知する予定
で、座談会には就労移行支援事業所の通所者にも参加
いただくなど、新たな取り組みを実施していく。

・第1・2回のネットワークの開催を通じて、今後の安定
的な開催の土台作りをサポートした。
・今後も、工賃向上のための取り組みや事業所間の繋
がりを強化するため、就労継続ネットワークをサポート
していく。

調査事項に対する
要望等

・就労選択支援等、新しいサービスが創設される際は、
基幹相談支援センターや相談支援事業所向けに説明会
等を開催していただきたい。

・経済部局が開催する中小企業向けセミナー等で、障
害者雇用の拡大に向けた啓発活動等を実施していた
だきたい。
・職場実習奨励金の対象範囲の拡大。

・セルプセンター等を活用した優先調達の更なる推進。
・新規受注等のスタートアップには労力が必要なため、
その際は市にも協力いただきたい。
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具体的な取組み内
容（取組み経過）

支援者が必要な情報を伝える方法を学ぶ機会として、Ｒ３年度はこども発達センターの
事業説明を行う研修を実施
Ｒ４年度は医療機関と福祉サービス、子育て支援の動画作成を行い、活用方法、上映場
所の検討を行った。
R５年度は
①松戸子育てフェスティバルで、動画を観てもらいながら、事業所の紹介を実施。
②支援者向け研修
「動画で知る松戸市のこども支援」オンライン研修会開催 （7/29・8/29ＡＭ/ＰＭ）

③今後の活動についての検討
事業所を支援する仕組み作り、支援者から保護者へ繋がる仕組み作りの検討

①対象と方向性
・未就学児を支援している支援者向け
・社会資源や相談先については松戸市子育てガイドブックと内容が重複するものが多い
ため、カットしボリュームを減らし見やすくする方向

②内容の加筆・修正
・フローチャート
早期相談につながる流れを一目でわかりやすく示す目的で作成

①ＬＳＦ配布先の拡大
おやこＤＥ広場や幼稚園等も視野に入れて検討
配布数の増加を検討
R3年度115部配布、R4年度174部配布
②周知方法の検討
各事業所にはメールで送付。保護者には行政を通じて通知
ＨＰの書き方編・活用編を利用し広めていく
周知に合わせＬＳＦについてのアンケートを附帯し今後に活かしていく
③ＬＳＦの内容の検討

調査事項に対する
要望等

映像による情報提供を継続するには、内容の更新方法などが課題となる。
作成した動画の有効活用する方法を相談したい。

・早期相談支援マップの周知や有効活用するための研修会等を実施する際は、既存の会
議や研修の場を活用させていただきたい。

・保健医療・保育・教育・福祉それぞれの目的や価値観についての相互理解を深め、切れ
目のない支援体制整備を進めたい。

・制度改正等で内容の改定作業が必要になった場合、修正作業の取り組み方について相
談したい。

・LSFの有効活用のための取り組みには、母子・子育て・教育・行政の連携強化を図りた
い。

・LSFのアプリ化や、広く周知配布できるよう作成部数を増やすための予算化を検討し
てもらいたい。

現状

発達が気になるこどもの身近な支援者は、松戸市内に色々な資源があることは知ってい
ても（知らない場合も）、個々の事業所のことをよく知らない。例えば放課後等デイサー
ビスを一つとっても、どこがどういう所で具体的にどんな支援を行っているのか外部の
人には判りづらい。
支援者の気持ちとして、事業所を一つ一つ見学して、保護者に伝えられるようになりた
い。しかし、他事業所の見学は実際難しい

Ｒ４年度に修正版を完成させ、ＨＰの更新を行っている。
更新と修正に伴って周知の拡大や使い易さに関するアンケートを実施し、各機関が連携
できる準備はできている

①保護者も支援者もＬＳＦを入手しやすい環境作り
②支援者がＬＳＦの有用性を知り周知できる方法の検討を継続して行う
③Ｒ４年度配布先は拡大されており年間配布数は増加している

課題 一番身近な支援者が不安や困りごとを持つ保護者に必要な情報を伝える際に、各関係
機関の役割を十分に理解できていない

早期相談支援マップのアップデート
①対象について曖昧な点があるため再度検討する必要がある
②現状にあった加筆・修正が必要である
・フローチャート作成
・具体例の内容

①通知
保護者が使いやすい環境作りのため支援者へ通知が必要。
通知先や周知方法が課題
②活用
活用の機会が少なく、保護者・支援者にとって利便性のあるＬＳＦの活用が必要
③ＬＳＦの内容のアップデート
年齢問わず活用でき、提示することでより良い支援につながる内容の検討が必要

松戸市障害福祉のあり方検討会　こども部会報告書

調査事項
1　要支援児童の保護者への情報伝達における仕組みづくり
2　要支援児童に対する関係機関との切れ目のない連携構築

活動項目 ①家族が安心できる情報を伝える ②早期相談支援マップ
③ライフサポートファイル
（以下、ＬＳＦ）
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【支援者向け早期相談支援マップ趣意書】 
 

こども部会では、支援が必要なこどもが「抜けなく、切れ目なく」支援をつなげられることを目指して

検討を重ねております。その中で、発達に心配のあるこどもについて、どこが相談窓口になるのか、ど

ういったサービスが受けられるのか分かりにくく、うまく支援に繋がらないといった声や、年齢によっ

て窓口や使えるサービスが異なるため、支援したいこどもがいた場合でも、その子が今どんな資源が使

えるのかわかりづらいといった課題があります。（R1 年度第２回自立支援協議会報告書より） 

 

このような課題を背景に、発達に心配のあるこどもが早期に相談支援や療育につなげられるように早期

相談支援マップを作成しました。このマップは、利用できる様々な資源を整理し、こどもの周りにいる

身近な支援者が、発達に心配のあるこどもに接した際に、どこに相談すればいいのか分るように繋ぎ先

を示しています。早期相談支援マップを様々な場面でご活用いただき、子育て機関と障害福祉機関が相

互に相談・連絡を取り合い、気になる発育・発達に対して保護者の不安が解消されれば幸いです。 

 

使い方や連絡をとるにあたって不安なことなどがあれば、こども部会までお問合せください。 

 

松戸市障害福祉のあり方検討会こども部会事務局 

松戸市中央基幹相談支援センターCoCo   ０４７－３０８－５０２８ 

松戸市障害福祉課 ０４７－３６６－７３４８ 

 

 

 

※松戸市障害福祉のあり方検討会こども部会は、障害のあるこどもとその家族が安心して生活するため

に必要な支援を協議・検討している検討会です。 
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福祉サービス 
（療育）導入 

療育以外にも様々なサービ
スがありますので必要時 

ご相談ください。 

認定調査 
＊お住いの地区の、 

 基幹相談支援センターへ、 
お問い合わせください。 

・中央（CoCo） 
・小金（おんぷ） 

・常盤平（ふれあい） 

定期健診 
（１歳６か月・３歳） 
発達スクリーニング 

発達に課題や 
心配のあるお子様 

保健福祉センター 
・中央保健福祉センター 
・小金保健福祉センター 
・常盤平保健福祉センター 

こども発達センター 
（P4参照） 

かかりつけの病院やクリニック 
 

医療機関について 
お困りのことがあれば 

お近くの基幹相談支援センター 
までお問い合わせください 

・特別支援学校 
・特別支援学級 
・通級指導教室 
・通常の学級 

特別支援学級による 
地域支援（P4 参照） 

＊特別支援学級教員が園を訪問して 
助言、電話相談、来校しての相談、研
修会実施、教材の貸し出しなどを行い

ます。 

巡回相談 
（P4参照） 

保育所等 
訪問事業 
（P4参照） 

幼稚園・保育園・認定こども園 

保育 

教育 

保健・医療 

福祉 

3 

就学相談 
＊児童生徒課へお問
い合わせください。 
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＜就学相談＞ 

障害のある児童生徒の就学（適切な学びの場）について、相談を通じて、保護者の希望

を聞き、本人・保護者の面談、学校見学の案内などが行われます。 

＜特別支援学校・特別支援学級・通級による指導・通常の学級＞ 

１．特別支援学校 

障害のある幼児児童生徒に対して、幼稚園、小学校、中学校又は高等学校と同様の

教育を行うとともに、障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るために

必要な知識技能を授けることを目的としています。 

２．特別支援学級 

障害のある児童生徒に対して、障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を

図るために、通常の小学校、中学校の中に設置される学級です。 

３．通級指導教室 

小学校、中学校、高等学校等において、通常の学級に在籍し、通常の学級での学習

におおむね参加でき、一部特別な指導を必要とする子どもに対して、障害に応じた特

別の指導を行う指導形態です。 

４．通常の学級 

小学校、中学校、高等学校等にも障害のある児童生徒が在籍しており、個々の障害

に配慮しつつ通常の教育課程に基づく指導が行われています。 

＜特別支援学校による地域支援＞ 

 特別支援学校は、保育所、幼稚園、小学校、中学校、高等学校などからの要請に応

じて、特別な支援を必要とする子どもについて助言や援助を行っています（特別支援

学校のセンター的機能）。 

 園や学校からの要請があれば、特別支援学校の教員が訪問して助言を行ったり、研

修会を行ったりすることができます。また、電話による相談を受けたり、子ども・保

護者・教員が特別支援学校に来校して相談をしたりすることもできます。 

 各特別支援学校のホームページにて、依頼できる内容の詳細や依頼の方法が説明さ

れています。 
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【保健福祉センター】 
保健師、栄養士、歯科衛生士が、母子の健康や育児、歯の健康や栄養についての相談を受け
付けています。（子育てガイドブック P.12） 
 
【親子すこやかセンター】 
保健師、社会福祉士、助産師が妊娠から子育て期にかかわる様々な疑問や不安の相談に応じ
ています。（子育てガイドブック P.12） 
 
【こども家庭センター（子ども家庭総合支援拠点）】 
児童虐待や子育ての不安など、１８歳未満のお子様に関する相談を受け付けています。学校
や保育所等の関係機関と連携しながら、継続的に必要な支援を行っています。お子様からの
相談も受け付けています。 
また、婦人相談員が、女性のお悩みや心配事（夫やパートナーからの暴力（DV）、離婚問題
など）の相談をお受けします。（子育てガイドブック P.13-14） 
 
【保健師支援】 
乳児健診・幼児健診後に経過観察等の必要な方に対し、保健師が家庭訪問や電話、面接等で
支援をしています。必要により、心理士の個別相談を実施しています。 
●１歳６か月児健康診査後 
発達面等で継続支援が必要な方に対し、ことばが増えているか、社会的行動に変化があるか
等の確認を行います。 
●３歳児健康診査後 
継続支援が必要な方に対し、その後の様子を確認します。 
●健康診査時以外 
健診後のフォロー以外にも、発達面や養護面で気になるお子様の相談に随時応じています。 
 
【こども発達センター】 
子どもの育ちについて、心配や不安がある場合に、相談を受け付けています。相談内容に合
わせて、医師や専門スタッフが診療・療育を行います。診察・療育は予約制です。ケースワ
ーカー宛にお電話ください。（子育てガイドブック P.15） 
幼児健診や個別で医療機関へ受診した際に、医師から紹介状が発行された場合、こども発達
センターでの相談・診療へつながります。 
 
【児童家庭支援センターオリーブ】 
子ども自身の悩みはもとより、子どもの成長や家族関係に関わる困りごとなどについて一
緒に考える機関です。千葉県から認可を受けて、社会福祉法人が運営しています。 
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連絡先一覧　
機　関　名　・　住　所　等 電話番号

保健福祉センター・親子すこやかセンター －

小金保健福祉センター 346-5601

【小金・小金原・新松戸・馬橋など】

小金2ピコティ西館3階 小金保健福祉センター内

常盤平保健福祉センター 384-1333

【常盤平・松飛台・五香・六実・六高台など】

五香西3-7-1　健康福祉会館2階
常盤平保健福祉センター内

中央保健福祉センター 366-7489

【上記以外の地区】

竹ヶ花74-3　中央保健福祉センター内

こども発達センター 383-8111

　　五香西3-7-1　健康福祉会館（ふれあい22）内

　 308-5028

712-2112

383-6225

366-7600

就学相談専用番号あり

特別支援学校 －

385-1632

312-3010

388-2128

こども家庭センター

　　竹ヶ花74-3　中央保健福祉センター内

児童家庭相談支援センター　オリーブ 340-1151

　　根木内145

障害福祉課 366-7348

家庭児童相談
366-3941
婦人相談
366-3955

　　根本387-5　松戸市役所新館3階

松戸市基幹相談支援センター

松戸市中央基幹相談支援センターCOCO　　上矢切299

松戸市小金基幹相談支援センターおんぷ　小金442-14

松戸市常盤平基幹相談支援センターふれあい 五香西3-7-1

教育委員会　　根本356京葉ガスＦ松戸ビル6階

学習指導課（特別支援教育相談）

　つくし特別支援学校

　　金ヶ作292-2

　矢切特別支援学校

　　中矢切54

　松戸特別支援学校

　　栗ヶ沢784-17
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機　関　名　・　住　所　等 電話番号

ガイドブック一覧
名　　称 配布機関

子育てガイドブック 子ども政策課

医療機関マップ 地域医療課

児童発達支援・放課後等デイサービス事業所ガイドブック 障害福祉課

指定特定相談支援事業者・指定障害児相談支援事業者一覧 障害福祉課



 

支援者向け 早期相談支援マップ 
 

〇令和 4 年 9 月 校正 令和 5 年 12月 改定 
 
〇問い合わせ先 松戸市障害福祉のあり方検討会こども部会 
事務局 松戸市中央基幹相談支援センターCoCo 
ＴＥＬ：047-308-5028 
 
松戸市 福祉長寿部 障害福祉課 
ＴＥＬ：047-366-7348 



ライフサポートファイル
Life Support File

松  戸  市

ライフサポートファイルを見
み

せれば、
お子

こ

さんのことがわかりやすく伝
つ た

わります。
支
し え ん し ゃ

援者が変
か

わるたびにお子
こ

さんのことをはじめから説
せつめい

明しなければならないこと、ま
た、説

せつめい

明した内
ないよう

容が相
あ い て

手に十
じゅうぶん

分に伝
つた

わらず、支
し え ん

援に活
い

かされないという保
ほ ご し ゃ

護者の悩
なや

みがありました。 
ライフサポートファイルを、支

し え ん し ゃ

援者に見
み

せることで、お子
こ

さんの情
じょうほう

報はわかりやすく
伝
つた

わるようになります。

支
し え ん し ゃ

援者の思
お も

い… 保
ほ ご し ゃ

護者の思
お も

い…

ライフサポートファイルは、支
し え ん

援をつないでいきます。
ライフサポートファイルは、お子

こ

さんたちが、乳
にゅうようじき

幼児期から成
せ い じ ん き

人期までのそれぞれの
ライフステージにおいて、途

と

切
ぎ

れることなく一
いっかん

貫した支
し え ん

援を受
う

ける手
て

助
だす

けをします。

ライフサポートファイルには、
お子

こ

さんとの大
た い せ つ

切な思
お も

い出
で

がつづられています。
保
ほ ご し ゃ

護者の方
かた

と、支
し え ん し ゃ

援者や支
し え ん

援機
き か ん

関が協
きょうりょく

力して、お子
こ

さんの支
し え ん

援を円
えんかつ

滑に行
おこな

えるよ
う、これまでに受

う

けてきた支
し え ん

援の内
ないよう

容などが書
か

き込
こ

めるようになっています。

  はじめに  

入
にゅうえん

園、入
にゅうがくまえ

学前に、どのような支
し え ん

援を受
う

けてきたのか、また家
いえ

での様
よ う す

子や、
集
しゅうだん

団での様
よ う す

子などを、事
じ ぜ ん

前に知
し

って
おきたい。

同
おな

じことをいろんな人
ひと

から聞
き

かれま
すが、何

な ん ど

度も説
せつめい

明することが大
たいへん

変で
す。子

こ

どものことをうまく伝
つた

えられて
いるかも不

ふ あ ん

安です・・・・

  作
さ く せ い

成にあたって  

ライフサポートファイルはご家
か

族
ぞ く

、またはご本
ほ ん に ん

人が保
ほ か ん

管してください。

最
さ い し ょ

初からすべてを記
き に ゅ う

入しなくても大
だ い じ ょ う ぶ

丈夫です。
まずは、書

か

けるところから、書
か

いてみましょう。

必
ひ つ よ う

要なページはコピーをして増
ふ

やしても、必
ひ つ よ う

要のないところは書
か

かな
くても構

か ま

いません。使
つ か

いやすいようにご利
り よ う

用ください。

お子
こ

さんの成
せいちょう

長に応
お う

じて、またはご本
ほ ん に ん

人の変
へ ん か

化に応
お う

じて書
か

き換
か

えてい
きましょう。支

し え ん

援機
き か ん

関や学
が っ こ う

校で作
つ く

ってもらった個
こ べ つ

別の支
し え ん

援計
け い か く

画など、
ご家

か ぞ く

族以
い が い

外からの意
い け ん

見や資
し り ょ う

料も綴
つ づ

っていきましょう。

書
か

き方
か た

、使
つ か

い方
か た

に悩
な や

んだら、障
しょうがい

害福
ふ く し

祉課
か

に相
そ う だ ん

談してください。

ご本
ほんにん

人、ご家
か ぞ く

族から代
か

わりに記
きにゅう

入を頼
たの

まれることもあるかもしれま
せん。
そのときには、支

し え ん

援機
き か ん

関の皆
みな

さまのご協
きょうりょく

力をどうぞよろしくお願
ねが

い
いたします。
ご本

ほんにん

人、ご家
か ぞ く

族の同
ど う い

意をもらった上
うえ

でご活
かつよう

用ください。
また、プライバシーに注

ちゅうい

意して扱
あつか

ってください。

このライフサポートファイルは
【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】が配

は い ふ

布しました。
問
と

い合
あ

わせは障
しょうがい

害福
ふ く し

祉課
か

へお願
ねが

いします。
【ＴＥＬ：０４７－３６６－７３４８】

　支
し え ん

援機
き か ん

関の方
かた

へ

基本情報
き　    ほん    じょう    ほう

①プロフィール
②サポートマップ
③医

い り ょ う

療の記
き ろ く

録
④サービス利

り よ う

用
　通

つ う が く

学・通
つ う し ょ

所等
な ど

の記
き ろ く

録
⑤診

し ん だ ん

断・手
て ち ょ う

帳の記
き ろ く

録
⑥補

ほ そ う ぐ

装具・日
にちじょう

常生
せ い か つ

活用
よ う ぐ

具の記
き ろ く

録
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お子
こ

さんの情
じょうほう

報
ふりがな 家

か て い

庭での
呼
よ

び名
な

氏
し

　　名
めい

□ 男
おとこ

　□ 女
おんな

 生
せいねんがっぴ

年月日 年
ねん

月
がつ

日
にち

住
じゅう

　　所
しょ 〒

本
ほん

　　籍
せき

家
か ぞ く

族の情
じょうほう

報

家か

　
族ぞ

く

　
構こ

う

　
成せ

い

続
つづきがら

柄 氏
し

　名
めい

生
せい

 年
ねん

 月
がっ

 日
ぴ

勤
き ん む さ き

務先・学
がっこうなど

校等

　　　年
ねん

　　　月
がつ

　　　日
にち

　　　年
ねん

　　　月
がつ

　　　日
にち

　　　年
ねん

　　　月
がつ

　　　日
にち

　　　年
ねん

　　　月
がつ

　　　日
にち

　　　年
ねん

　　　月
がつ

　　　日
にち

　　　年
ねん

　　　月
がつ

　　　日
にち

　　　年
ねん

　　　月
がつ

　　　日
にち

緊
きんきゅう

急連
れ ん ら く さ き

絡先
緊
きん

  急
きゅう

 
連
れんらくさき

絡先
①

氏
し

　　名
めい

： 続
つづき

  　柄
がら

：

電
でんわばんごう

話番号： 携
けいたいでんわ

帯電話：

e-mail等
など

：

緊
きん

  急
きゅう

 
連
れんらくさき

絡先
②

氏
し

　　名
めい

： 続
つづき

  　柄
がら

：

電
でんわばんごう

話番号： 携
けいたいでんわ

帯電話：

e-mail等
など

：

緊
きん

  急
きゅう

 
連
れんらくさき

絡先
③

氏
し

　　名
めい

： 続
つづき

  　柄
がら

：

電
でんわばんごう

話番号： 携
けいたいでんわ

帯電話：

e-mail等
など

：

緊
きん

  急
きゅう

 
連
れんらくさき

絡先
④

氏
し

　　名
めい

： 続
つづき

  　柄
がら

：

電
でんわばんごう

話番号： 携
けいたいでんわ

帯電話：

e-mail等
など

：

  ①プロフィール  

相
そうだん

談支
し え ん

援事
じぎょうしょ

業所

・○○相
そうだんしえんじぎょうしょ

談支援事業所（Ｈ29.4～）
  △さん　○○○-△△△△

地
ち い き せ い か つ

域生活支
し え ん

援事
じぎょう

業受
じゅきゅうしゃしょう

給者証（ピンク色
いろ

）

・○○移
い ど う

動支
し え ん

援事
じぎょうしょ

業所（Ｈ30.5～）
  □さん　○○○-△△△△
・△△日

にっちゅう

中一
い ち じ

時支
し え ん

援事
じぎょうしょ

業所（Ｈ30.5～）
  ☆さん　○○○-△△△△

その他
た

の支
し え ん き か ん

援機関①

・こども発
はったつ

達支
し え ん

援センター（Ｈ28.4～）
  □さん　○○○-△△△△
・基
き か ん

幹相
そうだん

談支
し え ん

援センター（Ｈ29.4～）
  ☆さん　○○○-△△△△

その他
た

の支
し え ん き か ん

援機関②

通
つうしょ

所受
じゅきゅうしゃしょう

給者証（オレンジ色
いろ

）

・○○デイサービス（Ｈ29.4～）
  □さん　○○○-△△△△
・△△デイサービス（Ｈ30.5～）
  ☆さん　○○○-△△△△

障
しょうがいふくし

害福祉サービス受
じゅきゅうしゃしょう

給者証（紫
むらさきいろ

色）

・○○短
た ん き

期入
にゅうしょ

所事
じぎょうしょ

業所（Ｈ29.4～）
  □さん　○○○-△△△△
・△△ヘルパー事

じぎょうしょ

業所（Ｈ29.6～）
  ☆さん　○○○-△△△△

保
ほ い く じ ょ

育所・幼
よ う ち え ん

稚園・学
がっこうなど

校等

・○○保
ほいくえん

育園（Ｈ28.4～）
  □さん　○○○-△△△△

親
しんぞく

族・友
ゆうじんなど

人等

・○○　□□□（祖
そ ぼ

母）
　 ○○○-△△△△
・△△　×××（保

ほいくえん

育園同
どうきゅうせい

級生ママ）
　 ○○○-△△△△

機
き か ん

関名
めい

、担
たんとうしゃめい

当者名、電
で ん わ ば ん ご う

話番号を記
きにゅう

入してください。

  ②サポートマップ（記
き

入
にゅう

例
れ い

）  

相
そうだん

談支
し え ん

援事
じぎょうしょ

業所

地
ち い き せ い か つ

域生活支
し え ん

援事
じぎょう

業受
じゅきゅうしゃしょう

給者証（ピンク色
いろ

）

その他
た

の支
し え ん き か ん

援機関①

その他
た

の支
し え ん き か ん

援機関②

通
つうしょ

所受
じゅきゅうしゃしょう

給者証（オレンジ色
いろ

）

障
しょうがいふくし

害福祉サービス受
じゅきゅうしゃしょう

給者証（紫
むらさきいろ

色）

保
ほ い く じ ょ

育所・幼
よ う ち え ん

稚園・学
がっこうなど

校等

親
しんぞく

族・友
ゆうじんなど

人等

機
き か ん

関名
めい

、担
たんとうしゃめい

当者名、電
で ん わ ば ん ご う

話番号を記
きにゅう

入してください。

  ②サポートマップ  
通
つういんさき

院先の情
じょうほう

報

診
しんりょうか

療科名
めい

病
びょういんめい

院名 担
たんとう

当の先
せんせい

生 診
しんさつけん

察券番
ばんごう

号 電
で ん わ

話番
ばんごう

号 初
しょしん

診日
び

お子
こ

さんの通
つういん

院時
じ

に付
つ

き添
そ

ってくれる方
かた

の情
じょうほう

報

付
つ

き添
そ

ってくれる方
かた

関
かんけい

係
付
つ

き添
そ

う必
ひつよう

要の
ある病

びょういん

院科
か も く

目
電
で ん わ

話番
ばんごう

号 備
び こ う

考

松
ま つ ど

戸　花
は な こ

子 叔
お ば

母 耳
じ び か

鼻科・内
な い か

科 ○○○-△△△△

  ③医
い

療
りょう

の記
き

録
ろ く

  



年
ね ん が っ ぴ

月日 医
い り ょ う き か ん め い

療機関名
主
し ゅ じ い め い

治医名

概
がいよう

要（診
しんだんめいなど

断名等）
医
いりょうきかん

療機関での指
し じ

示、
薬
くすり

の名
な ま え

前を書
か

いてください。

治
ちりょう

療
終
しゅうりょう

了時
じ

に
チェック

医
いりょう

療機
き か ん

関の記
き ろ く

録・薬
くすり

の説
せつめいしょ

明書等
など

を本
ほん

シートの後
うし

ろに綴
と

じましょう。
大
おお

きな病
びょうき

気にかかったり、診
しんだん

断を受
う

けた時
とき

に記
きにゅう

入しましょう。

障
しょうがいねんきん

害年金の受
じゅきゅう

給のポイントの1つは「初
しょしんび

診日の証
しょうめい

明ができるかどうか」。
小
ちい

さいころ受
じゅしん

診した病
びょういん

院はカルテの保
ほ か ん き か ん

管期間をすぎてしまい、初
しょしんび

診日の証
しょうめい

明が
できない場

ば あ い

合もあります。そこで、病
びょういん

院を受
じゅしん

診したことがわかるもの（診
しんさつけん

察券、
領
りょうしゅうしょ

収書、おくすり手
てちょう

帳の写
うつ

し、検
け ん さ

査結
け っ か

果など）や、診
しんさつび

察日や診
しんりょう

療担
たんとうか

当科が特
とくてい

定で
きるものをファイルにはさんでおくと役

や く だ

立つかもしれません！

  ③医
い

療
りょう

の記
き

録
ろ く

  

年
ね ん が っ ぴ

月日 医
いりょう

療機
き か ん

関名
め い

主
し ゅ じ い

治医名
め い

概
がいよう

要（診
しんだんめいなど

断名等）
医
いりょうきかん

療機関での指
し じ

示、
薬
くすり

の名
な ま え

前を書
か

いてください。

治
ちりょう

療
終
しゅうりょう

了時
じ

に
チェック

  ③医
い

療
りょう

の記
き

録
ろ く

  

1 乳
にゅうようじ

幼児期
き

療
りょういく

育の記
き ろ く

録（児
じ ど う は っ た つ し え ん

童発達支援、理
りがくりょうほう

学療法、作
さぎょうりょうほう

業療法 等
な ど

）

所
しょぞく

属期
き か ん

間 施
し せ つ

設名
めい

等
など

担
たんとうしゃ

当者 コーディネーター等
など

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

保
ほ い く

育所
じ ょ

、幼
よ う ち え ん

稚園等
な ど

の記
き ろ く

録

所
しょぞく

属期
き か ん

間 保
ほいくじょ

育所、幼
ようちえんめいなど

稚園名等・クラス 担
たんにんなど

任等 コーディネーター等
など

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

 ④サービス利
り よ う

用、通
つうがく

学・通
つうしょ

所等
など

の記
き ろ く

録  
2 就

しゅうがく

学期
き

小
しょうちゅう

中学
がっこう

校の記
き ろ く

録

所
しょぞく

属期
き か ん

間 学
がっこうめい

校名・クラス名
めい

担
たんにんなど

任等 コーディネーター等
など

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

通
つうちひょう

知表は大
たいせつ

切な書
しょるい

類なので
取
と

っておくといいですよ！



通
つうきゅう

級の記
き ろ く

録

所
しょぞく

属期
き か ん

間 学
がっこうめい

校名・クラス名
めい

担
たんとうしゃ

当者等
など

コーディネーター等
など

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

療
りょういく

育の記
き ろ く

録（放
ほ う か ご と う

課後等デイサービス、理
りがくりょうほう

学療法、作
さぎょうりょうほう

業療法 等
な ど

）

所
しょぞく

属期
き か ん

間 施
し せ つ

設名
めい

担
たんとうしゃ

当者等
など

コーディネーター等
など

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

 ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

  

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

高
こ う と う ぶ

等部・高
こうとうがっこう

等学校の記
き ろ く

録

所
しょぞく

属期
き か ん

間 学
がっこうめい

校名・クラス名
めい

担
たんにんなど

任等 コーディネーター等
など

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

実
じっしゅう

習の記
き ろ く

録

実
じっしゅうきかん

習期間 実
じっしゅうさきめい

習先名 実
じっしゅう

習の内
ないよう

容 担
たんとうしゃ

当者等
など

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

療
りょういく

育の記
き ろ く

録（放
ほ う か ご と う

課後等デイサービス、理
りがくりょうほう

学療法、作
さぎょうりょうほう

業療法 等
な ど

）

所
しょぞく

属期
き か ん

間 施
し せ つ

設名
めい

担
たんとうしゃ

当者等
など

コーディネーター等
など

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

3 青
せいねん

年期
き

～成
せいじん

人期
き

就
しゅうろう

労、通
つうしょ

所の記
き ろ く

録

期
き か ん

間 勤
き ん む

務・通
つうしょ

所先
さき

名
めい

仕
し ご と

事等
など

の内
ないよう

容 ジョブコーチ等
など

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

介
か い ご

護の記
き ろ く

録

所
しょぞく

属期
き か ん

間 施
し せ つ

設名
めい

担
たんとうしゃ

当者等
など

コーディネーター等
など

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

進
しんがく

学の記
き ろ く

録

所
しょぞく

属期
き か ん

間 学
がっこうめい

校名、専
せんこうなど

攻等 担
たんとうしゃ

当者等
など

コーディネーター等
など

年
ねん

　　 月
がつ

  ～　　年
ねん

　　 月
がつ

手
てちょう

帳の種
しゅるい

類 □療
りょういく

育・□身
しんたい

体・□精
せいしん

神 等
とうきゅう

級・程
て い ど

度 手
てちょう

帳番
ばんごう

号

交
こ う ふ び

付日 年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

次
じかい

回更
こうしん

新時
じ き

期 年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

判
はんてい

定機
き か ん

関 判
はんていび

定日 年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

特
と っ き じ こ う

記事項（障
しょうがい

害名
めい

・診
しんだん

断名
めい

・判
はんてい

定内
ないよう

容等
など

）

手
てちょう

帳の種
しゅるい

類 □療
りょういく

育・□身
しんたい

体・□精
せいしん

神 等
とうきゅう

級・程
て い ど

度 手
てちょう

帳番
ばんごう

号

交
こ う ふ び

付日 年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

次
じかい

回更
こうしん

新時
じ き

期 年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

判
はんてい

定機
き か ん

関 判
はんていび

定日 年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

特
と っ き じ こ う

記事項（障
しょうがい

害名
めい

・診
しんだん

断名
めい

・判
はんてい

定内
ないよう

容等
など

）

手
てちょう

帳の種
しゅるい

類 □療
りょういく

育・□身
しんたい

体・□精
せいしん

神 等
とうきゅう

級・程
て い ど

度 手
てちょう

帳番
ばんごう

号

交
こ う ふ び

付日 年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

次
じかい

回更
こうしん

新時
じ き

期 年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

判
はんてい

定機
き か ん

関 判
はんていび

定日 年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

特
と っ き じ こ う

記事項（障
しょうがい

害名
めい

・診
しんだん

断名
めい

・判
はんてい

定内
ないよう

容等
など

）

手
てちょう

帳の種
しゅるい

類 □療
りょういく

育・□身
しんたい

体・□精
せいしん

神 等
とうきゅう

級・程
て い ど

度 手
てちょう

帳番
ばんごう

号

交
こ う ふ び

付日 年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

次
じかい

回更
こうしん

新時
じ き

期 年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

判
はんてい

定機
き か ん

関 判
はんていび

定日 年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

特
と っ き じ こ う

記事項（障
しょうがい

害名
めい

・診
しんだん

断名
めい

・判
はんてい

定内
ないよう

容等
など

）

手
てちょう

帳をお持
も

ちの方
かた

は、必
ひつよう

要事
じ

項
こう

をご記
きにゅう

入ください。

 ⑤診
し ん だ ん

断・手
て ち ょ う

帳の記
き

録
ろ く

  



補
ほ そ う ぐ

装具・
日
にちじょうせいかつようぐめい

常生活用具名
交
こ う ふ

付年
ねんがっぴ

月日・修
しゅうり

理年
ねんがっぴ

月日
業
ぎょうしゃめい

者名
担
たんとうしゃめい

当者名
連
れんらくさき

絡先

□ 交
こ う ふ

付　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 修
しゅうり

理　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 交
こ う ふ

付　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 修
しゅうり

理　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 交
こ う ふ

付　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 修
しゅうり

理　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 交
こ う ふ

付　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 修
しゅうり

理　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 交
こ う ふ

付　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 修
しゅうり

理　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 交
こ う ふ

付　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 修
しゅうり

理　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 交
こ う ふ

付　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 修
しゅうり

理　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 交
こ う ふ

付　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 修
しゅうり

理　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 交
こ う ふ

付　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 修
しゅうり

理　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 交
こ う ふ

付　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 修
しゅうり

理　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 交
こ う ふ

付　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 修
しゅうり

理　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 交
こ う ふ

付　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 修
しゅうり

理　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 交
こ う ふ

付　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 修
しゅうり

理　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 交
こ う ふ

付　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

□ 修
しゅうり

理　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　　　　日
にち

 ⑥補
ほ そ う ぐ

装具・日
にちじょう

常生
せ い か つ

活用
よ う ぐ

具の記
き

録
ろ く

  

支援の記録
し　    えん　　　     　き　    ろく

たとえば…
●本

ほ ん に ん

人の成
せいちょう

長の過
か て い

程がわかるもの
・母

ぼ し

子健
け ん こ う

康手
て ち ょ う

帳
・サービス等

と う

利
り よ う

用計
け い か く し ょ

画書
・個

こ べ つ

別支
し え ん

援計
け い か く し ょ

画書
●医

い り ょ う

療機
き か ん

関に行
い

ったとき
・検

け ん さ

査、判
は ん て い

定の記
き ろ く

録
・定

て い き て き

期的な医
い り ょ う

療、処
し ょ ち

置の記
き ろ く

録
●そのほか
・ 5年

ね ん ご

後、10年
ね ん ご

後も支
し え ん し ゃ

援者に知
し

っておいて
ほしいもの

こんな記
き ろ く

録を綴
と

じこんでおきましょう
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